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化実
交
本

江

報

住
宅
維
と
呼
ば
れ
て
い
る
折

一

五
戸
建
一
棟
、
=
一
戸
建
一
棟

市
で
は
、

昨
年
末
か
ら
工
事
に
一

一
戸
十
三
郎

着
手
し
て
レ
た
本
江
、
青
島
に

-

工
事
費
四
.
七
七
五
千
円

立
振
な
文
化
住
宅
が
完
成
し
ま

一

用
地
費

七
八

O
千
円

し
た
の
で
‘
さ
き
に
抽
銭
入
居

一青
島
地
内

決
定
者
に
そ
れ
ん
¥
入
っ
て
戴

一木
造
二
戸
建
五
棟

き
ま
し
た
。

一

一
戸
建
二
棟

本
江
地
内

一

一
戸
九
坪

特
殊
耐
火
構
造
市
営
住
宅

一

工
事
費

二
、
入
八
三
千
円

庚市

向
現
在
ま
で
建

築
し
た
住
宅
数

は
次
の
ξ
お
り

で
す
。特
殊
耐
火
建

一
戸
十
一一一

郎
建

来
る
七
月
一
日
は
、
住
民
管

録
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
=
一
周

年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
市
の
住
民
を

菅
録
す
る
こ
一去
に
よ
っ
て
、
そ

の
居
住
関
係
を
公
証
し
、
日
常

生
活
の
利
便
を
闘
る
と
と
も

に
、
常
時
人
口
の
賦
況
を
明
ら

か
に
し
、
各
積
行
政
事
務
の
遁

一
六
戸

一

f

一正
で
間
易
た
処
理
に
資
す
る
こ
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• 
三包
円

島

木
造前-

七

坪

建

二

O
戸

九

坪

建

三

O
戸

十
一
坪
建
五
五
戸

二
一
戸

納

涼

花

火

大

会
七
月
二
十
五
日

魚

海

港

で

4主
， 

， 

， 

民 j
. 
， 

、
2 
2 

t 
ξ 

t 

， 

， 

， 

空

白

魚
湾
観
光
協
会
で
は
、
昨
年

好
評
を
博
し
た
花
火
大
会
を
、

七
月
二
十
五
日
、
魚
津
港
に
於

て
畢
行
す
る
事
に
決
定
数
し
ま

L
た。特
に
本
年
は
、
全
国
花
火
シ

ー
ズ
ン
に
さ
き
が
け
て
開
催
、

部
経
費
一

O
O万
円
の
予
算
を

も
っ
て
真
に
北
陸
一
の
大
花
火

大
会
と
す
る
よ
う
、

全
国
主
要

花
火
メ
ー
カ
ー
の
「
コ
ン
グ

1

ル
」
争
行
う
ほ
か
、
観
覧
席
を

設
け
て
、
観
覧
者
の
受
け
入
れ

に
、
万
全
の
措
置
を
取
る
等
、

麗
々
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

JIl( 
.il. 

S象

と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た

も
の
で
.
漸
次
そ
の
認
識
も
深

ま
り
届
出
を
即
行
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
な
お
一
部
に
御
理
解
の

な
い
方
も
あ
り
ま
す
の
で
、
次

の
場
合
に
は
、
必
ず
定
め
ら
れ

た
期
間
内
(
十
四
日
内
〉
に
手

続
を
実
行
L
τ
下
さ
い
。

①
開
入
、
開
出
屈

他
の
市
町
村
か
ら
世
帯
全
部

叉
は
結
婚
、
養
子
、
長
期
の
出

稼
、
そ
の
他
の
事
情
で
魚
韓
市

内
に
入
っ
て
き
た
ξ
き
は
、
戸

籍
上
の
手
続
の
済
否
に
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
日
か
ら
十
四
日
内

に
刺
入
屈
を
L
な
け
れ
ば
な
ら

な
し
。魚
津
市
内
か
ら
他
の
市
町
村

ヘ耐
特
出
す
る
と
き
は
、
本
市
の

住
民
符
の
謄
ハ
抄
)
本
を
携
行

L
て
聴
入
さ
れ
る
市
町
村
で
、

同
じ
よ
う
に
刺
入
居
を

L
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

①

鴨
居
届

魚
津
市
内

ハ
同
一
市
内
)
で

住
所
を
変
更
し
た
と
き
〆
と
れ

は
田
方
町
か
ら
一
柳
明
町
へ
叉
は

田
方
町
か
ら
金
山
谷

(
旧
訟
倉

村
)
へ
移
っ
た
と
き
は
‘
十
四

日
内
に
鴨
居
屈
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
叉
田
方
町
五
番
地

か
ら
九
二
番
地
へ
移
っ
た
と
き

街

j-T 

H 

必
ず
早
く
届
出
ま
し
ょ
う

も
同
じ
で
す
。

①
世
帯
主
、
世
帯
主
主
の
続

柄
変
更
届
等

住
民
の
恋
動
が
な
〈
世
帯
主

が
恋
更
に
な
っ
た
場
合
。
例
え

ば
世
帯
主
が
死
亡
し
た
り
、
或

は
家
庭
の
都
合
で
世
帯
主
を
変

更
す
る
と
き
.
従
っ
て
そ
の
続

柄
を
変
更
し
、
叉
は
従
前
の
世

帯
を
離
れ
て
新
に
世
帯
を
設

け
、
或
は
他
の
世
帯
に
入
っ
た

と
き
等
矢
張
り
十
四
日
内
に
変

更
届
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

、。、
L
W

同
一
市
内
で
の
結
婿
‘

養
子

或
は
家
庭
の
事
情
で
親
威
で
同

居
生
活
を
し
た
と
雪
等
、

戸
籍

上
の
手
続
が
な
さ
れ
て
い
た
く

と
も
之
亦
同
じ
〈
届
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
-

要
は
，
住
民
菅
録
の
手
続
を

必
要
と
す
る
と
き
は
、
必
ず
法

定
の
期
間
内
に
届
出
を
実
行
し

て
頂
き
ま
す
。

右
の
よ
号
に
期
間
内
に
届
出

を
怠
っ
た
と
き
は
、

罰
則
が
定

め
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

明
年
は
、
多
種
の
選
畢
が
行

わ
れ
ま
す
が
‘
こ
れ
に
用
い
る

遺
畢
人
名
簿
(
毎
年
九
月
十
五

日
現
在
で
調
製
す
る
基
本
名
簿

及
び
選
摩
の
都
度
調
製
す
る
楠

募

集

中
充
名
簿
)
の
調
製
、
修
正
そ
の

他
の
遣
事
事
務
に
、
こ
の
住
民

符
を
全
面
的
に
活

用

致

し

ま

す。
な
お
、
住
民
簿
の
幣
備
調
査

の
た
め
に
、
市
の
係
員
が
随
時

市
内
を
巡
回
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
尋
ね
し
た
際
は
、
御
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

け
し
の
栽
培

に
つ
い
て

最
近
、
照
下
各
所
で
観
賞
用

け
し
を
穀
培
L
て
居
る
者
を
見

受
け
る
が
こ
れ
等
は
「
カ
1
ネ

ー
シ
ヨ
シ
挟
き
け
し
」
「
巧
襲

け
し
」
若
し
く
は
其
の
変
穣
が

穀
培
さ
れ
て
居
る
現
況
で
あ
る

こ
の
種
の
け
し
は
あ
へ
ん
法

及
び
跡
襲
取
締
法
の
規
定
に
依

る
「
け
し
」
の
変
種
で
あ
る
か

ら
無
許
可
で
栽
培
し
て
居
る
と

重
い
罰
則
の
満
用
が
あ
る
の
で

穀
培
し
な
い
様
注
意
し
て
下
さ

レ
。
向
ひ
な
げ
し
、
お
に
け
し

も
し
ま
ひ
な
げ
し
等
の
栽
培
は

差
支
え
な
い
が
.
観
賞
用
け

L

栽
培
に
つ
い
て
不
審
の
点
が
あ

れ
ば
保
健
所

へ
現
品
を
添
え
て

照
会
さ
れ
る
事
を
と
く
に
御
願

V
し
ま
す
。
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好
調
の
北
洋
サ
ケ
ーョF

七

月

十

五

日

ま
て

F、

CO 
ct:.弓嘗

グbヌt.

c)  

cコ豆、



(2) 発行

夏
に
な
る

ε.
先
づ
心
配
さ

れ
る
の
は
傍
染
病
や
食
中
毒
の

発
生
で

.
J
」
れ
ら
は
毎
年
の
こ

去
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
も

相
変
ら
ず
傭
染
病
の
発
生
時
期

ξ
な
り
ま
，し
た
。
.

従
っ
て
こ
の
博
染
病
・や
食
中

毒
か
ら
曾
い
人
命
の
ぎ
せ
い
を

な
く
し
て
生
活
出
来
る
よ
ヲ
に

す
る
に
は
お
互
い
の
責
任
に
お

い
て
先
づ
、
そ
め
予
防
対
策
正

実
行
が
肝
要
で
す
。
先
づ
一
番

多
い
夏
の
侍
築
病
の
王
座
を
し

め
る
赤
痢
に
つ
い

τ皆
さ
ん
に
h

ぜ
ひ
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い

-事
を
列
車
L
て
み
ま
し
ょ
う
。

一一
、
食
事
前
、
外
出
緩
、

調
理

前
、
周
便
後
は
必
ら
ず
き
れ
い

一区
手
を
洗
う
こ
止
。

三
1

川
水
の
飲
周
は
'絶
対
き
け

る
と

k

。

云
一
、
蝿
1

ね
ず
み
，
m願
除
に
つ

一主
'め
る
ζ
ξ
。

一回
、
傘
駒
の
保
管
を
巌
軍
に
し

日1 昭和30年 7月報魔市

七
夕
祭

津

七
月
七
日
は
.
王
節
句
の
中
の

一
つ
で
七
夕
祭
で
す
。
天
の
川

を
さ
し
は
さ
ん
で
愛
し
合
う
輩

牛
思
正
織
女
震
が
、
こ
の
夜
に

限
っ
て
「
カリヤ

γ
~
一「
」
が
羽
を

ひ
ろ
げ
て
橋
に
な
っ
て
く
れ
る

の
で
、
そ
れ
を
渡
っ
て
年
に
一

度
の
う
れ
し
い
逢
び
ぎ
を
す
る

と
い
う
の
で
、
こ
の
悲

muを
祝

っ
て
や
る
た
め
の
祭
で
す
。
織

女
は
日
本
名
で
棚
機
津
腕

(
タ

ナ
ハ
タ
ツ
ヒ
メ
)
と
い
う
、
そ
の

言
襲
を
と
っ
て
「
タ
ナ
パ
タ
」

E
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日

は
陸
前
に
机
を
出

L
・
花
を
立

て
、
香
を
た
き
、
瓜
と
「
ソ
ウ
メ

ン
」
を
そ
な
え
、
五
色
め
糸
を

遁
し
た
針
を
こ
れ
に
そ
え
て
や

る
。
ま
た
一
方
.
竹
の
枝
に
五

一色
の
色
紙
を
つ
る
し
、
と
れ
に

F

「
天
の
川
」
だ
の
「
七
夕
姫
」

だ
の
と
書
い
て
軒
先
に
立
て
、

一家
族
そ
ろ
っ
で
「
ツ
ウ
メ
シ
」

を
食
べ
る
風
習
に
な
っ
て
い
る

夜
、
当
地
方
で
は
こ
の
風
習
が

一あ
ま
の
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
@

魚(悪霊242諸島(第71号)

結て菌腐思れ雨珍でくて こ早つ入る 栄め七 2二六ぺ五て
局き性敗わた型ら出集で ~è 却]て・こ養ピ、。、る、お
わてのよれこのし L団すに。に 具 は正倒タ 体 暴こ何く
かいもりる正多いたでが章 医常君。のミ力 飲と時こ
りるの起。も潟。こ発、中 師の下 諒iシの 暴。 もと
に現がつ従原な従 E生 今毒 のあし い度増 食 新。
〈朕大たつ因ヲモつはし年内 診つや 食の弧 を 鮮
いで変もてし候て近ての予 断た熱 物高を さ な
たあ多の食たが 今年死 よ防 を揚な をいは 仲

めるくよ申こ早年に亡号に 受合ど 充もか り の
Eのなり毒とくはな 者 につ けはが 分のる る を
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受た叉 i¥め七しず品六は五い四と三いことーをでわ
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る合熱はこれい、保塑対腐り食 残飯食 新げ亮一
こ、がいをずよ蝿管理た敗 L 物 つ 霊物 鮮て U 番
と早出た。みう、 場揚ぺ にては たにの な見そ危
( 。急 て句 、にの所とな近食完 食す保 食まこ|倹
魚 医具 、 蝿し 侵 へかいいぺ 全 物る管 品しで性
津 師常下 のて入は戸こよるに はこ主 をよ祐治:
保 のを痢 退お叉・棚 Eうこ煮 きとそ 調う意多
健診きし 治くは紹な C な正たけ C の 竺。とい
所 ・闘iたた にこ耐対 e も。り る取ふ予わ
〉をしり努と着ね食の偉こ扱こ防け

第

五

回婦
人
大
学
開
設

一
、
主
催
魚
津
市
教
育
委
員

会
、
市
辿
合
婦
人

会
、
西
布
施
、
天

神、

公
民
館

一
、
対
象
家
庭
一
一
般
婦
人

ハ
女
子
青
年
の
参
加
も
よ
い
〉

一
、
会
場
西
布
施
小
学
校

一
、
時
間午
後
一
時
よ
り
三
時
迄

一
、
定
員
一
教
室
約
六

O
名

一
、
資
格
十
入
才
以
上
の
市
民

十|十 |十|十
九|八 |二|ー
日| 目 | 日 | 日 | 日 |日月 |自

主L旦-1-笠-I____flー 1_2Sーし旦-1墜
料 |シグ家|いあ |し、市|ろ子 l題
理 |ョり庭|生た |て政 |も供 |
実|ンエの! 活ら | に |のと |
習 I 1レ| し | つ|はL、|目

二円朝議調講!再if
l瓦宮教|喜貝 |場合…竪|壬γ|吉:疋l刷

四七 |月五

全

抑
留
者
へ

こ
の
た
び
海
外
抑
留
者
慰
問

品
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
処
i

皆
様
の
温
い
手
に
よ
っ
て
沢
山

の
慰
問
品
が
集
り
ま
し
た
。

こ
の
慰
問
品
は
‘
勝
世
話
課

に
ま
と
め
ら
れ
.
日
本
赤
十
字

社
叉
は
外
国
郵
便
で
海
外
抑
留

の
皆
様
の
内
特
に
市
出
身
者
重

点
に
逸
ら
れ
ま
す
。

慰
問
晶
の
数
量
.
提
供
下
さ

っ
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。

た
お
る

二
四
入
点

の
慰
問
品
集
る

缶

詰

類

七

五

タ

味

噌

額

一

O
h
v

砂

糖

菓

子

類

九

h
ゲ

石
け
ん
歯
磨
額
一
五
九
グ

ほ
た
る
い
か
等
袋
二
四
h
v

そ
の
他
味
の
素
.
ち
り
紙
、

雑
誌
.
か
つ
お
ぶ
し
、
た
ば

こ
.
便
筆
、
靴
下
、
せ
ん

す
.
軍
手
.
昆
布
、
澱
粉
、

塩
.
こ
し
ょ
.
か
ぱ
ん
.
食

器
.
干
魚
‘
ペ
ン
‘
ふ
、
エ

プ
ロ
ン
、
子
供
服
等
計
九
四

点
提
供
者

肌
着
類

五
五
h
ゲ

六
日
制
十
一
か
ら
六
月
二
十
五
.
日
ま
で

六
月
十
一
日
(
土
〉

一

近

畿
地
方
業
界
代
表
者
一
行

市
肉
親
聴
学
教
育
協
喧
閉
会
開

一

来
市

催
‘

一
全
十
九
日
(
日
)

鹿
熊
忠
魂
碑
除
幕
式

一

参
議
院
議
員
市
川
房
枝
女
史

企
・
十
四
日
ハ
火
)

一

講
演
の
た
め
来
市

魚
津
市
戦
浪
者
合
紀
慰
郵
祭

一
全
二
十
日
(
月
)

執
行

一

道
下
財
産
区
議
会
開
催

市
内
青
年
学
級
振
興
協
議
会

一
人
}
十
二
十
四
日

(
金
〉

開

催

一

市

購

会

総

務

委

員

会

及

び

文

全
十
六
日
ハ
木
)

一

教
委
員
会
開
催

豚
議
会
建
設
委
員
会
委
員
が

一

名
古
島
高
等
検
察
躍
検
事
長

道
路
河
川
賦
況
の
親
察
の
た

一

ほ
か
中
部
管
区
地
方
検
察
臨

め
来
市

一

検
事
正
な
ど
水
族
館
及
び
埋

全
十
七
日
(
金
〉

一

波
林
舘
覗
察
の
た
め
燕
市

東
小
路
区
、
田
方
二
区
.

新
遭
区
.
日
屋
区
、
新
町
一

区
港
区
、
神
明
一
区
、
紺
屋

町
区
、
住
吉
町
区
、
大
町
区

、
田
方
一
区
、
下
新
三
区

、
馬
出
町
区
、
角
川
区
、
寺

町
区
の
皆
様
で
し
た
。

な
お
浜
経
団
え
び
す
会
か
ら

ソ
連
抑
留
の
大
森
金
一
郎
氏
宛

に
慰
問
品
が
迭
ら
れ
ま
し
た
。

十
五
日
会

経
団
地
区
内

欄樹

観

党

真

写

コ
... 
ー/

ウ

市
観
光
協
会
.
魚
津
光
画

会
.
北
日
本
新
聞
社
の
主
催
で

市
観
光
写
真

コ
シ
グ

1
ル
が
次

の
要
領
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

一
、
優
影
会
日

七
月
二
十
五
日

午
前
九
時
開
始

二
.
当
日
受
付
場
所

水
族
館
前

三
.
撮
影
場
所

魚
津
市
内
一
円

四
、
参
加
資
格

ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家

五
、
作
品
応
募
規
定

ィ
、
応
募
者
資
持

撮
影
会
参
加
受
付
者

ロ
、
サ
イ
ズ

四
ツ
切
以
上

枚
数
に
制
限
な
し

ぺ

題

材

し定播で崎は 事 中其来 J&中が藍よ底殆は年と いー
て植種六甘、が‘のた種如泊はう顕ん色問栽 最 て
育すし月醸長出晩収。す何正品によどんを培近 夏
苗るて中、岡来の種 夏 るなで種 なりのな週技各 ま
日(七、葉交る三時備 事 るあのつ姿読時じ術積 き可~
数苗月下深配?種期甘が時つ選てを菜矧ての競 甘藍妻
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な生十に藍生生にょに易にな‘たす・穀ろ上の の 3 

る育日ね等一種大 於と於ら栽。 事 入培んに晶 品'6
ベを前りが号と別りいないば培特が百さなよ種 種手
〈促後床有、しす早てって、技にな屋れ競り殴 に で
短濯にに望川てる・もても年術甘いの‘菜、良 企

で四五月藍藍麗ーのけ此よ定植ね受業主揚足号月循 じ
あ月日下 \d と般育てりり植)り也、しさじ。下'L~
るに前旬マ 22 しに架 ;~ fド習しに床ニサ~れで此旬 τ 五tk
O取ににサ客τは類穫で年 1噴翠号グはま唐φエー黒 、19m
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夏販植種三A喋時刻'債た-:-.ff麓じ替でツ初旬時期十サヨ'^
播売しし季 SF 柑と格場月~ .は 1 遁七シ各究期時宵 -る笥緬~
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苗有三二で=+.~早晩 -t\. ~震にも' 中旬聞旬畏 ‘ 生 t唱のい4は ' T' ~

の利月十六#甘生~惑か@旬に鰻に岡黒穣 1豚不行 T~. ./sr... 
子種ネ用ーでし?発 Z るし t商すの注，~の育句ちゅ要市:Jム
ヵ:しをす般・種!芽夏 h、とて床か高す 三種 苗五に虫点'1'・ 
まて夏る t二子こが嬬:ほ良晃?のち温るウ j寝中 J床害を ム
だ間播とー φ品 悪 ほういの周 Yを。スをの一面防の fJ 
休もき良年新は .くうれ。上園真探叉プさ苗 Oに除ぺ Jノ
眠なすい前 l日第てれん へに夏う甘 J!， H"立匁 Bにる_，_
しいるものでーで因ん草 ョ三高作藍シ護枯を H はと-，::;
てた場の首あのる草の ~尺温駒は千病病撒 C メヨ
居め合でダち問-場 t主催 :ズ位ので元借しに初粉播発
るそは、ネま題合一二芽 をめ日あ来液たはず剤種芽
かの、新をす Eが鍛方 掛垣重り過を場苗る坪後初
ら麗探〆使。し多に法 けをはま度溜合床。当直期

市
内
観
光
に
関
す
る
作

昂

二
、
締
切
期
日

入
月
五
日
必
着

ホ
、
入
選
発
表
日
時

九
月
十
日
北
日
本
新
聞

紙
上

へ
.
発
表
の
時
及
び
場
所

入
月
十
三
日
よ
り
二
十

日
ま
で
魚
津
水
族
館
二

階
に
於
て

ト
、
応
募
宛
先

魚
津
市
槽
川
文
雅
堂
、

魚
津
市
観
光
協
会

ル

附
則
ィ
、
応
募
作
品
は
必
ず
参
加
穿

を
添
付
の
事

ロ
、
応
募
作
品
は
返
却
せ
ず

ぺ
入
選
作
品
は
原
板
の
提
出

を
求
計
る
と
共
に
印
画
の
版

叡
は
主
儲
者
に
帰
属
す
る

-
一
、
印
画
裏
面
に
詳
細
な
デ
ー

タ
と
作
者
の
住
所
氏
名
を
明

配
の
こ
と

問
水
砲
の
穂
型
が
.
い
つ
頃
四
、
五
日
で
包
始
原
'体
が
で

ど
の
怒
に
で
き
る
も
の
か
、
叉
き
、
五
日
す
ぎ
れ
ば
枝
梗
の
当
硫
安
二
〆
以
下
に
と
め
て
い

れ
路
湾
す
れ
ば
よ
い
か
「
モ
ト
」
が
で
き
る
。
出
穂
の
即
日
ド
品
川
仁
川
比
一
山

j
!

十
六
日

t
十
日
前
に
な
る
と
、
す
。

答

幼

秘

形

成
則
に
入
り
ま
す

の
は
、
出
穂
の
二
四
日
前
と
い
生
殖
細
胞
形
成
期
(
減
数
分
裂
従
来
宿
作
の
失
敗
は
.
こ
の

わ
れ
ま
ず
か
ら
・

農
林
一
号
の
期
)
と
云
い
ま
す
。
こ
の
止
葉
忠
佐
原
因
す
る
こ
と
が
多

様
に
、
八
月
一
日
頃
出
穂
す
る
の
出
来
る
頃
迄
に
除
草
を
お
え
し
。
や
ら
な
く
て
よ
い
田
に
・

も
の
は
七
月
五
日
・曲
、
設
頃
こ
て
頂
く
こ
ξ
o
幼
穂
形
成
期
に
増
収
し
た
さ
に
多
く
や
っ
た

出
穂
矧
に
申
生
で
は
七
月
二
打
田
を
干
さ
な
い
こ
と
o
穏
肥
の
句
、
ゃ
っ
た
あ
と
が
空
が
悪
〈

な
り
、
思
わ
ぬ
不
鮮
事
を
ひ
き

日
頃
に
な
り
ま
す
。
こ
※
※
※
※
※
※
w弘
、※
※
※
※
※
起
し
た
例
が
多
い
。
特
広
今
年

の

頃

に

な

る

と

酒

は

.

機

農

事

目

炎

ωマ
・
天
候
に
恵
ま
れ
て
余
計
胞

今
ま
で
.
撃
が
平
目
で
選
回
万
百
司

+

h

T

-
吉

田

沼

t

p
・
d

・-・
1

ゑ
料
を
す
っ
て
い
ま
す
。

あ
っ
た
も
の
が
丸
み
を
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※

お
び
、
分
け
つ
も
横
斜
に
拡
が
必
要
あ
る
も
の
は
・

置
を
す
ど
化
一
一

M
mパ
い
ぷ
一
一
一
一
ば

っ
て
い
た
も
の
が
真
直
に
立
つ

さ
な
い
模
に
、
必
要
あ
る
も
の
て
い
ま
す
の
で
.
特
に
部
落
で

て
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

幼
穂
の
位
置
は
・
根
元
か
ら
な
い
も
の
を
し
っ
か
り
見
さ
か
青
田
巡
り
し
て
・
よ
く
検
討
を

五
分
位
の
高
き
で
、
其
の
畏
さ
い
を
つ
け
て
、
や
っ
て
頂
き
た
斗
た
上
で
や
る
か
・
や
ら
な
い

は
・
二

t
三

粍

位

に

な

っ

て

い

い

も

の

で

す

。

ヵ

、

や

る

と

す

れ

ば

何

j
位
と

慣
車
一巳
計
画
し
・て
頂
、き
た
L

ま
す
o
外
観
上
の
葉
数
は
、
十
そ
の
判
定
基
準
は
・
畦
俳
句
砲
省
芳
三
十
日
頃
迄
梅
雨
だ

四
枚
、
t
十
四
枚
宇
位
で
、
幼
穂
稗
で
稗
よ
り
も
さ
め
いて
い
お
牌
主
管
わ
れ
奮
す
か

6Tζ
れ
も

の
発
育
程
度
は
出
穂
三
七
日
前

に
広
葉
が
完
成
し
、
そ
れ
か
ら
肥
ぎ
れ
で
す
が
、
壬
れ
で
も
反
・
考
慮
。
申
へ
い
れ
て
r

事
〈
ヤ

腕
別
警
察
溌
足
一
週
年
ヤ
迎
え
て

てのすぞロさ毘れけつ近袋に浸ウ防る子消措い周を雌で
もあ。きでにのム北てくが浸 漬ス にだを 毒の様 い播どあ
結る叉・被拡水 γ 向播にm:ししプなけ刺を第でれ 種 もり
構方甘必し・げ浸ロけ 極 吊にまたルるで戟行ーあば 前 、ま
では藷要‘そ種をのすし入す後シかはしうとりさに良す
す其のに時の子し掠る芽れ。、千らなて 事 しま仕充〈。
。処貯応々上をきしかめて此一倍でく発でてすど分売然
で臓じはも一、い叉出井の聾液あ‘ 芽 、は。の 再 実し
芽穴濯ぐ濡寸そ場はる戸 種 夜にり 病 をこ‘窟障乾し新
をの水つれ位れ既成のの子位ーま 害促 れ種 子筈 操 た〆
切用してムのににるを水を清時すの 進 は子のはし種 ネ
つ意まのシ厚前濡だ待際布水問。 強 す麗め強なて子と
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霊著書

終
戦
後
、
立
振
な
民
主
警
察

を
作
り
あ
げ
る
た
め
に
、

警
察

制
度
が
三
度
び
改
正
さ
れ
て
来

ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
七
月

一
日
こ
れ
で
日
本
の
国
に
ぴ
っ

た
り
と
あ
っ
た
民
主
的
な
無
駄

の
無
い
立
振
な
瞥
察
が
出
来
上

島

秀

田

る
と
言
う
制
度
に
殴
正
さ
れ
新

発
足
し
た
の
が
富
山
服
警
察
で

あ
り
ま
す
。

爾
来
一
ヶ
年
市
民
の
皆
様
に

大
き
な
御
支
援
と
御
理
解
の
も

と
に
大
理
想
達
成
を
念
願
と
し

て
日
夜
精
進

い
た
し
て
ま
い
っ

た
心
算
で
御
座
い
ま
す
が
、
何

反
省
い
た
し
ま
す
る
と
き
幾
多

の
研
鏑
.
改
善
.
努
力
を
要
す

る
点
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り

ま
し
て
、
此
の
点
深
く
御
詑
び

を
申
上
げ
ま
す
と
共
に
.
御
協

力
に
対
し
衷
心
か
ら
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

発
足
以
来
警
察
は
民
主
瞥
察

の
確
立
.
能
率
の
向
上
を
具
現

の
た
め
に
只
管
努
力
を
傾
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。

然
し
乍
ら
其
の
成
果
を
見
ま
す

と
刑
法
犯

(
強
盗
.
窃
盗
.
詐
欺

傷
害
等
)
で
は

期

殴
正
前
の
一
ヶ
年
を
改
正
後

の
一
年
を
比
較
し
て
発
生
は

九
%
減
じ
.
検
事
は
一
一
で
%
増 ま佐

と
な
っ
て
い
ま
す
む
・

ま
た
交
遁
事
故
で
は

た
時
ヘ晶4
本

-m命
愚
身
体
.に
危
喚

の
.唱

n
d
k
持
籍
、
村
落
、で
も

ふ
す

C
種
電
&
識
が
件
下
さ
九い
ま

す
ね
ぽ
1
・此
税
自

動

車
.が
飛

ん
軍
事
争レ

h
寺
L
宅
・措
置
を
議

事
る
事
私
語
令
て
居
り
ま
す
か

ら
.
強
溢
品
闘
が
J1.

島
会
の
矯
め

惇
，
銅
醤
照
市
さ
い
ま
宇
様
主

で
一
ヶ
年
の
比
較
は
改
正
俊
一
回
m
hヤ
い
た
L
ま
字
。

二
九
d
p
滅
で
あ
り
ま
す
。
一
制
度
峨
正
第
二
週
年
は
、
更

以
上
の
通
り
で
ま
こ
と
に
御
恥
一
に
丸
掛
る
点
に
鱒
討
を
加
え
、

し
い
次
第
で
は
御
座
い
ま
す
一
廓
一
手
閉
め
匁
陥
を
僅
が
で
も

が
、
牒
警
・
魚
津
瞥
察
署
の
歩
一
挽
ぐ
し
様
と
全
警
察
官
が
一
丸

み
の
概
況
で
あ
り
ま
す
o

一
と
匙

-m献
身
的
努
力
を
盤
す
ぺ

叉
豚
警
察
発
足
以
来
多
額
の
一
く
健
悟
を
新
た
に
張
り
切
っ
て

費
用
そ
以
っ
て
、
建
次
諸
種
の
一
居
り
ま
す
。

設
備
も
先
実
さ
れ
つ

L
あ
り
ま
一
然
し
乍
ら
何
と
言
い
ま
し
て

す
の
で
皆
様
方
に
御
荷
足
い
た
一
も
警
察
官
の
数
は
僅
か
で
あ
り

だ
け
る
様
な
仕
事
の
出
来
る
日
一
力
は
微
力
で
あ
り
ま
す
。
私
等
，

も
遠
く
は
な
い
事
と
、
一
同
い
一
警
察
官
の
努
力
に
実
を
結
ば
せ
一

よ
い
よ
緊
張
努
力
を
い
た
し
て

一
て
戴
く
に
は
.
何
ん
と
言
い
ま
一

居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
一
例
を
一
し
て
も
市
民
皆
様
の
倍
旧
の
御
一

以
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
な
ら

一
理
解
御
支
援
な
く
て
は
絶
対
に
一

ば
、
移
動
す
る
駐
在
所
と
し
て
一
其
の
目
的
を
謹
げ
る
事

は
出
丞

超
短
波
無
線
自
動
車
で
巡
回
を
一
ま
せ
ん
。

や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
自
一
翼
に
恐
縮
で
は
御
座
い
ま
す

動
車
が
通
り
ま
し
た
な
ら
ば
何
一
が
.
私
等
の
至
ら
ぬ
点
を
御
謹

時
知
何
な
る
場
所
で
も
瞥
察
に
一
慮
な
く
御
叱
り
下
さ
い
。
斯
様

一
に
し
ま
し
て
皆
様
と
共
に
手
を

相

談

さ

れ

た

い

一i

一
つ
な
ぎ
力
を
合
わ
せ
て
不
安
の

聞
か
せ
て
や
り
た
し
一
一
、
犯
罪
の
な
レ
、
思
想
郷

聞

い

て

見

た

い

一

一
明
る
い
大
魚
津
市
建
設
の
矯
め

何
で
も
御
遠
慮
な
く
手
を
あ
一
に
身
命
を
陪
し
て
頑
強
り
た
い

げ
て
止
め
て
お
話
し
下
さ
い
。
一
と
健
悟
を
新
た
に
し
て
い
ま
す

勤
務
員
は
皆
様
の
此
の
申
出
一
の
で
何
事
も
よ
ろ
し
〈
懇
願
申

を
御
待
も
し
て
居
る
の
で
あ
り
一
し
上
げ
ま
す
。
.

ま
す
9
・

叉
諸
穣
の
犯
罪
が
発
生
し
た

と
き
、
そ
の
他
災
・癌
が
発
生
し

種
別
一
期

間

一発
生

受
遁
百
昭
天
.
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